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１１月も中旬に差し掛かり、朝晩の冷え込みが日に日に厳しくなっています。加西市では最低気温が５℃を
下回る日もあり、暦のとおり冬の訪れを感じます。さて、先週わかつが祭が終了しましたが、来週には農高祭
が開催されます。そして、その約２週間後には期末テストがあります。卒業までに登校するのは、あと４５日。
カウントダウンは着々と進んでいます。短期の目標を立て、残り少ない高校生活を充実したものにしましょう！

わかつが祭 学年主任講評

もはや伝統芸とでも言いましょうか・・・。人気アニメを
題材に動画と劇を組み合わせて、今年も会場を大爆笑の渦に
巻き込みましたね。キャラクターにマッチした配役が見事で
した。過去2年間よりもグレードアップしたことが3つ。1つ
目は演者が大幅に増えていること。2つ目はプロデューサーの
演出が素晴らしかったこと。そして、3つ目は満を持して担任
の福井先生が登場したこと。積年の役者魂が見事に発揮され
ていました。内容が満載でクラスの団結力を感じる“KING 
OF WAKATSUGA”にふさわしい素晴らしい発表でした。

【Ｍ組】第一回チキチキドラえもんスペシャル

☆『KING OF WAKATSUGA賞』 （総合的に優れたクラスを評価する賞） →

最後のわかつが祭が終了しました。準備時間が少なく、発表にもさまざまな制約があった中、無事
に開催されたことに感謝したいと思います。開催にご尽力いただいた皆様、ありがとうございました。
全体的には以下の2点を高く評価しています。①各クラス、各生徒の個性が存分に発揮され、みんな

で協力して作り上げたところ。②先生の手をほとんど煩わせずに、自分たちの力で作り上げたところ。
卒業に向けて、また一段とクラスの絆が深まったことと思います！

【H組】It’s 昇 time!!

【Z組】無題！

クラス紹介のアナウンスでは「最後まで意見がまとまらず
に・・・動画にしました」という文言がありましたが、先生
からするとみなさんの成長が大いに感じられた良い発表でし
た。まずは準備に関わった全員が動画に出演していること。
そして、自分たちでしっかり意見を出し合っていること。同
じ“意見がまとまらなかった”でも昨年までとは大違い。発
表に向けた意欲もプロセスも中身も大違いです。それが最後
にあのような形になって表れたのだと思っています。3年間そ
れぞれ違うテーマ、違う演出での発表もとても良かったです。

３年Ｍ組

教頭先生の講評にもありましたが、畜産棟を舞台に動画を
撮影しており、畜産科への愛着と誇りを強く感じました。グ
ループによって異なったダンスをマスターするのも大変だっ
たでしょう。そして、それらの内容をすべて先生の力を借り
ずに作り上げたそうですね。自分たちの頭で考え、意見を出
し合い、協力して1つの作品を創作できる、とても力のあるク
ラスです。まさかのタイトル「無題！」には驚きましたが、
(先生のもとで成長したから)「無問題！」 (大丈夫！)という
メッセージだったように感じるとても素敵な発表でした。
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